
入梅の候、皆様いかがお過ごしでしょうか？4月、5月と施設は法改正や入職、決算や理事会など重要な
予定が盛りだくさんです。介護施設には元々年末年始やゴールデンウィークもなく年間を通して張切りモー
ドですが様々な補助金や助成金の申請、外国人職員の在留資格に係る書類の作成など
事務部門の仕事が立て込みます。介護施設では介護職員の重労働のイメージが強いです
が、事務、相談業務のほうが期限に追われ、ストレスの多い仕事です。重大事故やトラブル
の際の対応もこの部門が対応しますし、物価や人件費の高騰等時世の問題にも常に
頭を悩ませて工夫と手間で乗り切っています。１１０人の入居者様の３６５日の生活と介護を
１００人近い様々な職種の職員が支えています。

メルタスと書面でお知らせしている通り、６月と８月に利用料の増額が行われます。最近、食材だけでな
く、石油由来商品の価格の高騰が著しく、介護施設や医療施設の経営を圧迫しています。食材については、
いずみ苑で２０２４年度と２０２５年度の間で１７０％に増額です。今後更に上がると思うと恐ろしいです。
改定は、６月に処遇改善加算の増額、８月に食事代の増額が行われますが、処遇改善加算については
「介護従業者に対する賃上げ月１万円」といわれています。いずみ苑では既に介護職員の大幅な賃上げを
行っているため、その他の職員を中心に４月から賃上げを行っており、６月からの増額分は全額が職員へ
の賃上げ財源の一部となります。一部であることがポイントです。施設は加算分以上に負担をする事が
条件となっています。加えてより効率のいい介護・運営を行うよう工夫をしたり、ハイテク機器を活用する
事も条件づけられています。いずみ苑では口述筆記が可能な電子記録と画像記録は既に導入済みで、
ＷＥＢ配信の研修も行っています。今年度、また新たな機器を導入予定ですが、介護の負担軽減には
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　まだ足りないのが現状で、負担を軽減することで、介護の安全性や
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　サービスが向上するように今後も新たな機器の導入を行います。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　給食については全国の施設で運営が困難となっており、市内の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　特別養護老人ホームで直営厨房を運営しているのはいずみ苑だけ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　となってしまいました。いずみ苑でもクックチル方式の給食提供
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　を検討中で６月に４社目の試食会を予定しているのですが、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　調理・冷凍・保存の技術の進化を体感することが出来ています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　味も食感も申し分なく、ソフト食・ゼリー食の味もとても良好。

導入はまだ未定ですが、家庭的で季節感のある美味しい食事に
今まで通りこだわって、利用者の皆様に喜んでいただけるよう
努力してまいります。どうぞご理解ください。

2月、4月分の利用料請求 介護負担限度額認定証、
について、間違った月の 介護保険負担割合証、
領収書が送付される、 後期高齢者保険者証
医療の請求書兼領収書 の切り替え時期です。
が郵送されていない等 特に介護負担限度額
の不手際が発生しました。 認定証は申請が間に合わ
事務ではダブルチェック ないと、全額支払いが
を徹底しておりますが、 必要になります。
チェック前に郵送して 早急に申請し、新しい
しまったことが原因の 証書が来たら、いずみ
ひとつでした。もし、不審 苑にお知らせください。
な点があればお伺いした
く、ご連絡いただけます いずみ苑入居状況
ようお願いします。大変 ◎5月入居者数　1名
申し訳ありませでした。 ○待機者数　18人
（事務）

2026年6月1日

いずみ苑6月のお便り

介護保険報酬改定について

お 詫 び 6月のイベント・行事

・6月2日,16日 14時～傾聴

・6月17日（水) 14時～書道倶楽部

・6月21日（日）父の日

・6月26日（金）喫茶
※2階はかしわ餅、3階は出前も企画中

申請はお早めに



外国人留学生のアルバイトについて
私が初めて文学に触れたのは森鴎外の『高瀬舟』です。中一の時に 現在学生アルバイトが６人在席しています。

”のどぼとけ”の意味が分からず先生に聞いたらこの作品を進められました。 2名は来年の4月に介護専門校に進学し
物語は流刑人を乗せる高瀬舟の船頭が一人の罪人の話を聞くことから始まります。 写真の2名は2年後に卒業し
印象的なのは罪人の弟がカミソリをのどぼとけに刺してそれを抜いてやるシーン 介護福祉士取得後当施設で
です。自分が犯罪者になってしまうことも顧みず、弟を苦しみから救ったことで 介護士として就業することを
男は流刑人になったのです。私は障がいの特性上、行動や言動を間違えたり、 目標にしています。学校の後、
そのことを深く気にすることがあります。私はこの話を読んで自分自身の選択に 17：30～厨房掃除をしてく
悔いが無い様、自分に自信をもって生きたいと感じました。（byかずき） れています。疲れても明るい

2人。土日は介護もやってます。 ザヌカとシラ
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5月のアルバム

かずきのはみだし日記


